
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
へ

今
年
の
大
会
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
核
使
用
の
威
嚇
が
繰
り

返
さ
れ
る
な
ど
、
人
類
を
破
滅

に
導
き
か
ね
な
い
危
険
な
動
き

を
止
め
「
核
兵
器
の
な
い
平
和

で
公
正
な
世
界
」
へ
と
す
す
む

た
め
に
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を

力
に
、
国
連
、
諸
国
政
府
と
市

民
社
会
の
共
同
を
前
進
さ
せ
る

こ
と
、
ロ
シ
ア
の
核
威
嚇
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
核
保
有
国
の
核
戦

力
増
強
の
根
底
に
あ
る
「
核
抑

止
力
」
論
を
打
ち
破
る
た
た
か

い
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
課
題

で
す
。
核
対
核
、
軍
事
対
軍
事

の
対
応
で
は
、
事
態
を
エ
ス
カ

レ
ー
ト
さ
せ
る
だ
け
で
問
題
の

解
決
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
核

兵
器
禁
止
条
約
の
規
範
力
と
諸

国
政
府
・
市
民
社
会
の
共
同
で

核
兵
器
の
全
面
禁
止
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。3

日
の
国
際
会
議
で
野
口

邦
和
運
営
委
員
会
共
同
代
表
は
、

核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
の
流
れ
を

促
進
し
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
・

平
和
体
制
の
構
築
と
日
本
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加

を
迫
る
方
針
を
打
ち
出
す
大
会

に
し
よ
う
と
呼
び
か
け
「
平
和

の
波
」
行
動
の
開
始
を
宣
言
し

ま
し
た
。

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
被
ば
く

者
の
声
を
世
界
に
」
で
は
、
日

本
と
韓
国
の
被
爆
者
が
証
言
。

広
島
「
黒
い
雨
」
被
害
と
長
崎

「
被
爆
体
験
者
」
の
た
た
か
い

が
報
告
さ
れ
、
ビ
キ
ニ
水
爆
実

験
の
被
害
を
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

の
代
表
と
、
多
く
の
被
災
船
が

帰
港
し
た
高
知
県
の
代
表
が
発

言
。
禁
止
条
約
第
６
条
、
７
条

の
被
爆
者
援
護
と
国
際
協
力
に

つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ト
ー

マ
ス
・
ハ
イ
ノ
ッ
チ
大
使
が
説

明
し
ま
し
た
。

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
核
兵
器

の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
」

で
は
、
核
保
有
国
の
米
国
、

「
核
の
傘
」
に
あ
る
ス
ペ
イ
ン
、

韓
国
、
日
本
の
平
和
団
体
の
代

表
が
各
国
の
情
勢
と
運
動
を
報

告
。
英
国
・
核
軍
縮
運
動
（
Ｃ

Ｎ
Ｄ
）
の
ケ
イ
ト
・
ハ
ド
ソ
ン

事
務
局
長
は
、
世
界
で
新
た
な

軍
拡
競
争
が
進
む
一
方
、
核
兵

器
廃
絶
を
求
め
る
市
民
社
会
の

運
動
・
連
帯
が
広
が
っ
て
い
る

と
述
べ
ま
し
た
。

第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
市
民
社

会
の
連
帯
と
運
動
交
流
」
で
は
、

来
年
の
被
爆
80
年
に
向
け
て
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め
の

共
同
行
動
な
ど
に
つ
い
て
、
米

国
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
日

本
の
代
表
が
報
告
。
国
際
平
和

ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｉ
Ｐ
Ｂ
）
の
シ
ョ
ー

ン
・
コ
ナ
ー
事
務
局
長
は
、
核

抑
止
の
対
案
は
核
兵
器
廃
絶
だ

と
し
て
、
運
動
の
推
進
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

６
日
、
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
閉
会

総
会
で
は
「
『
希
望
の
光
』
で

あ
る
核
兵
器
禁
止
条
約
を
力
に
、

『
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正

な
世
界
』
へ
の
道
を
切
り
ひ
ら

く
た
め
、
た
だ
ち
に
行
動
に
立

ち
上
が
ろ
う
」
と
訴
え
る
決
議

「
広
島
か
ら
の
よ
び
か
け
」
を

採
択
。
国
連
の
中
満
泉
軍
縮
担

当
上
級
代
表
、
メ
キ
シ
コ
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
の
政
府
代
表
が
ス

ピ
ー
チ
し
、
日
韓
の
被
爆
者
が

発
言
。
同
日
行
わ
れ
た
広
島
市

主
催
の
平
和
記
念
式
典
で
は
、

松
井
一
実
市
長
が
「
心
を
一
つ

に
し
た
行
動
で
、
核
抑
止
力
に

依
存
す
る
為
政
者
に
政
策
転
換

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
呼

び
か
け
、
日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
締
約
国
と
な
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

７
月
25
日
、
静
岡
県
市
民

連
合
が
、
『
総
選
挙
へ
、
市
民

と
野
党
の
共
同
で
情
勢
を
切
り

開
く
』
を
テ
ー
マ
に
中
野
晃
一

上
智
大
学
教
授
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は
「
都
知
事
選
の

結
果
か
ら
、
若
い
人
や
40
代

ま
で
ネ
ッ
ト
で
浸
透
」
「
背
景

や
実
績
は
分
か
ら
な
く
て
も
〇

×
の
二
進
法
の
と
ら
え
方
が

あ
る
」
「
教
育
の
影
響
で
『
偏
っ

て
は
い
け
な
い
』
と
『
真
ん
中
』

で
考
え
る
傾
向
も
あ
る
」
と
、

そ
れ
に
対
し
て
、
政
策
を
地
道

に
訴
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
人
と
な
り
な
ど
圧
倒

的
な
量
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

る
必
要
も
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。さ

ら
に
、
小
選
挙
区
制
な
ど

の
２
０
１
２
年
体
制
の
中
、
自

民
党
は
絶
対
得
票
率
は
１
／
４

と
変
わ
ら
な
い
の
に
、
議
席
は

２
／
３
。
野
党
が
割
れ
て
、
そ

れ
を
許
し
て
い
る
と
。

今
、
立
憲
民
主
主
義
を
作
り

直
す
、
そ
れ
は
「
市
民
と
野
党

の
共
同
」
し
か
な
い
。
そ
の
中

心
に
あ
る
の
は
『
憲
法
13
条

の
政
治
』
こ
れ
は
自
民
党
や
維

新
に
は
パ
ク
れ
な
い
。
保
守
層

ま
で
共
感
で
き
る
政
治
の
大
原

則
を
貫
こ
う
、
と
中
野
さ
ん
は

訴
え
ま
し
た
。

会
場
か
ら
の
質
問
に
「
弱
者

切
り
捨
て
、
自
己
利
益
の
追
求

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
や
っ
た
も

ん
勝
ち
の
新
自
由
主
義
…
、
こ

の
ま
ま
許
し
た
ら
文
明
破
壊
に
、

だ
か
ら
も
う
そ
う
い
う
の
や
め

ま
せ
ん
か
の
声
を
大
き
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
答
え
、

「
高
齢
に
な
っ
て
歩
く
こ
と
が

精
一
杯
な
私
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
？
」
の
質
問
に

「
世
代
間
の
乖
離
に
持
っ
て
い

か
れ
な
い
よ
う
に
。
本
来
は
い

い
こ
と
の
高
齢
化
を
『
老
害
』

な
ど
と
煽
る
勢
力
に
対
し
、
公

平
な
分
配
を
求
め
、
あ
な
た
た

ち
若
い
人
の
願
い
も
聞
く
、
だ

か
ら
私
た
ち

の
こ
と
も
聞

い
て
と
、
世

代
間
の
つ
な

が
り
を
大
事

に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」

と
話
さ
れ
ま

し
た
。
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県評しずおか

生
存
権
裁
判
支
援
す
る
会

第
10
回
総
会

７
月
25
日
、
静
岡
労
政
会

館
ロ
ッ
キ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て

「
生
存
権
裁
判
に
か
か
わ
る

裁
判
を
支
援
す
る
静
岡
の
会

第
10
回
総
会
」
が
行
わ
れ
6

団
体
29
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
「
裁
判
闘
争
を

振
り
返
り
東
京
裁
判
へ
向
け

て
」
と
題
し
て
、
弁
護
団
長

の
大
橋
昭
夫
弁
護
士
か
ら

「
正
直
言
っ

て
、
静
岡
地

裁
の
あ
の
裁

判
長
の
下
で
は
、
勝
て
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
が
勝
利
し

た
。
こ
れ
は
我
々
の
主
張
に

正
当
性
が
有
り
、
み
ん
な
の

粘
り
強
い
運
動
の
成
果
で
あ

る
」
ま
た
、
笹
沼
弘
志
静
岡

大
学
教
授
は
「
国
側
が
堀
木

訴
訟
を
持
ち
出
し
て
い
る
が
、

生
活
保
護
と
は
無
関
係
で
あ

る
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
い
の
ち
の
と
り

で
裁
判
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
の
後
、
議

案
提
案
さ
れ
、
活
動
報
告
で

は
、
３
月
18
日
の
東
京
高
等

裁
判
所
へ
バ
ス
一
杯
の
45
名

が
参
加
し
、
２
人
の
原
告
が

意
見
陳
述
を
行
な
っ
た
こ
と
、

団
体
19
、
個
人
71
名
に
拡
大

し
た
こ
と
、
通
信
の
発
行
等

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
方

針
で
は
、
引
き
続
き
東
京
高

等
裁
判
所
へ
の
取
り
組
み
と
、

裁
判
募
金
、
会
員
の
拡
大
、

通
信
の
発
行
等
に
取
り
組
む

こ
と
を
決
定
し
、
新
た
な
役

員
を
承
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

最低賃金 今すぐ1500円
静岡県共闘会議と合同宣伝
静岡県評と静岡県共闘会議は、最賃審

議まっただ中の７月30日にJR静岡駅北口
地下通路で最低賃金引き上げの宣伝を初
めて共同で行いました。夕方の退社時間
にあわせて共同で作成した宣伝ビラを配
布し最低賃金の大幅アップを訴えました。

8月5日動く分科会
「碑めぐり」の模様

原
水
爆
禁
止
２
０
２
４
年
世
界
大
会

「
被
爆
者
と
と
も
に
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
―
人
類
と
地
球
の

未
来
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
原
水
爆
禁
止
２
０
２
４
年
世
界
大
会
が
8
月
3
日

か
ら
6
日
ま
で
、
広
島
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
3
日
の
国
際
会
議
で
は
「
国

際
会
議
宣
言
」
を
、
6
日
の
広
島
集
会
で
は
「
広
島
か
ら
の
よ
び
か
け
」
を
採
択

し
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し
共
同
を
広
げ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

ヒロシマデー閉会集会の様子

参
加
者
の
感
想

ユ
ー
コ
ー
プ
労
組

湯
澤

8
月
5
日
動
く
分
科
会
「
碑

め
ぐ
り
」
に
参
加
。
平
和
公
園

内
に
あ
る
記
念
碑
に
毎
年
納
め

ら
れ
る
死
没
者
名
簿
に
も
載
ら

ず
絶
た
れ
た
生
命
（
流
産
・
死

産
・
中
絶
処
分
）
が
多
く
い
る
。

核
兵
器
は
酷
い
死
に
方
、
酷
い

生
き
方
を
強
い
る
兵
器
で
あ
る
。

戦
争
・
原
爆
の
悲
惨
さ
の
再
認

識
と
と
も
に
被
爆
者
の
声
を
後

世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
思
う
。

東
京
高
裁
勝
利
判
決
に
向
け

運
動
の
強
化
を
！

一コマ漫画



報
告
者
は
レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ

大
会
に
参
加
さ
れ
た
松
本
和
也

さ
ん
（
静
岡
市
労
連
）
、
青
池

則
男
さ
ん
（
自
治
労
連
）
、
大

久
保
な
つ
み
さ
ん
（
全
労
連
）

の
3
名
で
す
。

２
０
２
４
年
レ
イ
バ
ー
ノ
ー

ツ
大
会
は
4
月
19
日
か
ら
21

日
ま
で
の
間
、
米
国
シ
カ
ゴ
郊

外
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
は
「
労

働
運
動
に
運
動
を
取
り
戻
す
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
１
９
７
９
年

か
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
出
版
、

労
働
者
教
育
、
活
動
家
育
成
な

ど
を
行
な
っ
て
い
る
組
織
で

2
年
に
1
度
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
大
会
は
全
米
各
地

を
は
じ
め
世
界
各
国
か
ら
労
働

組
合
、
労
働
運
動
の
活
動
家
４

７
０
０
人
ほ
ど
が
集
結
し
ま
し

た
。
国
民
春
闘
共
闘
・
全
労
連

か
ら
39
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

報
告
会
で
松
本
さ
ん
は
「
世

界
各
国
の
活
動
家
と
対
話
で
き

た
。
日
本
は
個
人
主
義
的
だ
が

世
界
中
が
連
帯
す
る
事
は
大
事

だ
。
ス
ト
ラ
イ
キ
は
要
求
実
現

も
大
事
だ
が
団
結
や
連
帯
が
深

ま
る
の
が
良
い
」
青
池
さ
ん
は

「
各
国
の
参
加
者
は
自
発
的
で

労
働
者
意
識
と
ス
ト
ラ
イ
キ
意

識
が
高
い
。
世
界
の
労
働
者
と

団
結
で
き
た
。
労
働
組
合
に
入
っ

て
い
る
事
は
幸
運
と
思
う
。
大

会
で
学
ん
だ
事
を
生
か
し
て
い

く
」
、
大
久
保
さ
ん
は
「
参
加

者
は
国
際
的
で
女
性
が
半
数
だ
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
運
営
に

工
夫
が
感
じ
ら
れ
て
感
謝
し
て

い
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
取
り

入
れ
各
国
の
人
た
ち
と
様
々
な

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
語
る

事
が
で
き
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
活
動
は
大
事
だ
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
報
告
者
に
対

し
て
た
く
さ
ん
の
質
問
や
感
想

な
ど
あ
り
ま
し
た
。
静
岡
県
評

か
ら
は
次
世
代
活
動
家
育
成
の

期
待
を
込
め
て
松
本
和
也
さ
ん

を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
大
会
参

加
者
へ
の
皆
様
か
ら
の
カ
ン
パ

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

浜
岡
原
発
永
久
停
止
裁
判
が

7
月
18
日
に
静
岡
地
裁
浜
松

支
部
で
開
か
れ
原
告
と
傍
聴

25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は
浜
岡

原
発
の
審
査
会
合
で
「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
と
大
陸
棚
斜
面

の
海
底
地
点
の
地
滑
り
を
組
み

合
わ
せ
た
場
合
の
津
波
高
が
最

大
25
・
2
メ
ー
ト
ル
に
な
る

と
す
る
中
電
の
想
定
を
概
ね
妥

当
」
と
評
価
し
ま
し
た
。
中
電

は
規
制
委
員
会
の
お
す
み
つ
き

で
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

前
回
の
裁
判
で
能
登
半
島
地

震
の
避
難
に
つ
い
て
原
告
か
ら

被
告
に
対
し
て
書
面
を
提
出
し

ま
し
た
。
大
き
な
自
然
災
害
が

起
き
た
場
合
は
道
路
の
寸
断
や

建
物
の
崩
壊
で
計
画
通
り
に
避

難
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
能
登
半
島
地
震
が

証
明
し
て
い
ま
す
。
浜
岡
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
に
対
し
て
中
電
か
ら
の
回
答

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
子

力
委
員
会
は
避
難
計
画
の
基
と

な
る
指
針
の
大
幅
な
変
更
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

原
告
は
、
大
地
震
に
よ
る
御

前
崎
の
地
盤
隆
起
の
可
能
性
に

つ
い
て
の
新
し
い
証
拠
書
面
を

裁
判
所
に
提
出
し
ま
し
た
。
断

層
の
真
上
に
建
つ
浜
岡
原
発
は

地
震
で
4
メ
ー
ト
ル
の
地
盤

隆
起
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の

場
合
、
原
発
に
冷
却
水
が
入
ら

ず
大
惨
事
に
な
り
ま
す
。

浜
岡
原
発
は
活
断
層
、
津
波

の
防
潮
堤
の
不
備
、
地
盤
隆
起
、

避
難
計
画
見
直
し
な
ど
問
題
だ

ら
け
の
危
険
な
原
発
で
す
。
原

告
と
支
援
者
は
裁
判
に
勝
利
し

浜
岡
原
発
廃
炉
ま
で
闘
い
ま
す
。

次
回
は
11
月
18
日
11
時
か

ら
静
岡
地
裁
浜
松
支
部
で
す
。

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交

流
会
「
第
31
回
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
」
成
功
に
向
け
て
団
結
を

呼
び
か
け
る
サ
マ
セ
ミ
プ
レ
企

画
が
7
月
20
日
に
静
岡
市
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
サ
マ
セ

ミ
参
加
予
定
の
青
年
や
レ
イ
バ
ー

ノ
ー
ツ
報
告
会
に
出
席
し
た
人

な
ど
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

プ
レ
企
画
は
、
昨
年
も
開
催

さ
れ
サ
マ
セ
ミ
を
成
功
に
導
き

ま
し
た
。
県
評
サ
マ
セ
ミ
実
行

委
員
長
の
山
中
慎
也
さ
ん
は

「
サ
マ
セ
ミ
に
多
く
の
仲
間
を

送
り
込
み
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間
と

交
流
を
深
め
県
評
青
年
部
の
団

結
を
強
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
に
参
加
し

た
松
本
さ
ん
青
池
さ
ん
大
久
保

さ
ん
も
参
加
し
３
人
が
語
る
世

界
の
若
者
の
意
識
な
ど
リ
ア
ル

な
体
験
談
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

県
評
青
年
部
は
、
今
年
も

20
名
を
目
標
に
サ
マ
セ
ミ
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
サ
マ
セ

ミ
成
功
に
向
け
て
皆
様
の
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

静
岡
地
区
労
連
は
、
７
月

20
日
に
「
夏
の
交
流
会
」
を
、

安
倍
川
花
火
を
見
な
が
ら
事
務

所
屋
上
で
行
な
い
ま
し
た
。

夕
方
7
時
、
西
北
の
山
に

日
が
沈
み
、
夕
焼
け
を
見
な
が

ら
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
花
火
の

開
始
を
待
ち
ま
し
た
。
夜
空
に

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー

映
画
の
場
面
が
次
々
と
描
か
れ

花
火
が
重
な
り
ま
し
た
。
昨
年

と
比
べ
、
よ
り
細
か
く
な
り
、

鮮
や
か
な
ド
ロ
ー
ン
で
し
た
。

3
組
の
家
族
連
れ
、
計
19

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
用

意
の
飲
み
物
や
食
べ
物
、
持
ち

込
ん
だ
も
の
を
つ
ま
み
な
が
ら
、

家
族
や
仕
事
の
話
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

静
岡
に
10
年
暮
ら
し
初
め

て
安
倍
川
花
火
を
見
た
人
、
長

野
県
か
ら
帰
省
し
た
息
子
た
ち

と
来
た
人
、
疲
れ
て
花
火
開
始

ま
で
寝
て
い
た
人
な
ど
、
ど
の

参
加
者
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

４
階
建
の
屋
上
か
ら
見
下
ろ
し
、

「
殿
様
気
分
だ
。
気
持
ち
が
い

い
な
?
」
と
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。
来
年
は
、
参
加
者
を
増

や
し
、
も
っ
と
も
っ
と
組
合
員

同
士
で
ワ
イ
ワ
イ
と
、
話
が
で

き
る
「
夏
の
交
流
会
」
に
し
た

い
と
地
区
労
連
役
員
か
ら
話
が

あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
「
運
転
手
不
足
」
を

を
理
由
に
バ
ス
の
運
行
が
な
く
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
運
転

手
の
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
な
ど

待
遇
改
善
を
す
れ
ば
運
転
手
は

も
っ
と
増
や
せ
る
は
ず
だ
」
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

県評ホームページ http://www.s-kenpyo.jp/ 県 評 し ず お か ２０２４年 ８月１０日発行 復刊第 １８０号〔２〕

静
岡
県
評
は
、
７
月
20
日
に
レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
参
加

報
告
会
を
静
岡
あ
ざ
れ
あ
で
開
催
し
ま
し
た
。
25
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

水
道
水
、
地
下
水
な
ど
の

調
査
の
結
果
の
報
道
が
相

次
い
で
い
る
。
地
下
水
・

河
川
で
は
１
２
５
８
地
点

の
う
ち
１
１
１
地
点
で
暫

定
目
標
値
を
超
え
た
が
、

発
生
源
は
特
定
さ
れ
て
い

な
い
。
米
軍
基
地
へ
の
立

ち
入
り
調
査
が
難
し
い
と

い
う
理
由
が
あ
る
。
水
道

水
で
は
１
２
４
７
地
点
の

う
ち
2
地
点
で
目
標
値
を

超
え
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
で
は
水
源
を
変
え
る

な
ど
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
中
で
地
下
水
に
残
っ

た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
取
り
除
く

技
術
の
実
証
実
験
が
行
わ

れ
て
い
る
。
活
性
炭
を
使
っ

て
除
去
す
る
方
法
で
あ
る
。

沖
縄
県
宜
野
湾
市
で
、
く

み
上
げ
た
地
下
水
を
粉
末

の
活
性
炭
を
付
け
た
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
し
て
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
を
取
り
除
い
た
。
そ
の

結
果
処
理
前
に
約
１
０
０

０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
で
き
な

い
程
度
ま
で
除
去
で
き
た

と
い
う
。
し
か
し
稼
働
43

日
目
に
除
去
率
が
7
割
に

低
下
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の

洗
浄
が
課
題
と
な
っ
た
。

ま
た
稼
働
を
続
け
る
た
め

に
は
水
1
立
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
14
円
程
度
か
か
る

と
い
う
。
活
性
炭
を
使
っ

た
浄
水
器
を
備
え
れ
ば
各

家
庭
で
も
可
能
な
方
法
だ
。

問
題
は
フ
ィ
ル
タ
ー
の
洗

浄
の
方
法
、
使
用
し
終
え

た
活
性
炭
の
処
理
方
法
、

か
か
る
費
用
の
低
減
だ
と

い
う
。
活
性
炭
の
処
理
は

温
暖
化
を
考
え
る
と
意
外

と
大
き
な
問
題
か
も
し
れ

な
い
。
上
述
の
水
道
水
の

目
標
値
を
超
え
た
2
地
点

の
う
ち
、
一
つ
は
資
材
置

き
場
に
残
さ
れ
た
使
用
済

み
活
性
炭
に
目
標
値
の
9

万
倍
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出

さ
れ
、
こ
れ
が
溶
け
出
し

て
水
源
を
汚
染
し
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
こ
ん
な
こ

と
を
し
て
い
れ
ば
永
遠
に

問
題
は
解
決
し
な
い
。

燃
や
せ
ば
二
酸
化
炭
素

の
問
題
に
な
る
。
除
去
方

法
は
簡
単
そ
う
だ
が
、
難

問
で
あ
る
。

（
相
曽
）

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

職場の安全衛生を実現するために
静岡県安全健康センター No.104

青
年
部
が
交
流
会

7
月
18
日
、
定
例
研

究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
「
コ
ロ
ナ
、
物
価
高
、

共
同
親
権
…
社
会
は
い

つ
ま
で
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

を
苦
し
め
続
け
る
の
か
」

と
題
し
て
田
中
志
保
氏
（
シ

ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト
１
０
１

代
表
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
親
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、
支
援
者
向
け
・
当

事
者
向
け
・
未
来
の
当
事
者

向
け
事
業
、
政
策
提
言
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

静
岡
県
で
は
10
組
に
１
組

は
ひ
と
り
親
世
帯
で
す
。
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
な
っ
た
理

由
は
、
離
婚
が
79
・
5
％
、

未
婚
が
10･

8
％
、
死
別
が

5
・
3
％
で
す
。
女
性
は
身

体
的
な
暴
力
、
精
神
的
な
暴

力
、
経
済
的
な
暴
力
、
浪
費
、

生
活
費
を
渡
さ
な
い
等
の
様
々

な
「
暴
力
」
が
離
婚
理
由
で

は
圧
倒
的
に
多
い
で
す
。

日
本
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
貧
困
化
は
性
差
に
よ
る
賃

金
格
差
、
根
強
い
性
別
役
割

分
業
、
社
会
保
障
制
度
の
不

備
な
ど
に
よ
り
、
婚
姻
中
か

ら
女
性
の
貧
困
は
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
そ

も
そ
も
余
裕
の
な
い
生
活
を

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
を

コ
ロ
ナ
が
襲
い
、
物
価
高
が

襲
い
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
の

団
体
は
「
緊
急
食
料
配
布
会
」

を
２
０
２
０
年
7
月
か
ら
２

０
２
４
年
3
月
ま
で
延
べ
37

回
実
施
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
５
月
、
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
を
震
撼
さ
せ
る

共
同
親
権
法
が
成
立
し
ま
し

た
。
親
権
と
は
、
18
歳
未
満

の
子
の
重
要
事
項
の
決
定
な

ど
を
行
う
親
の
権
利
義
務
の

こ
と
で
す
。
施
行
後
、
共
同

親
権
に
な
っ
た
ら
、
子
に
関

す
る
重
要
事
項
を
父
母
で
決

定
し
ま
す
。
合
意
で
き
な
い

場
合
は
都
度
、
家
庭
裁
判
所

に
持
ち
込
み
、
家
裁
が
決
定

し
ま
す
。
そ
の
た
び
仕
事
を

休
み
長
引
け
ば
長
引
く
ほ
ど

経
済
状
態
が
悪
化
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
で
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会

静岡県労働研究所 NO85

報
告
す
る
田
中
氏

レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
大
会
報
告
会

浜
岡
原
発
永
久
停
止
訴
訟
第
39
回
口
頭
弁
論

夜
空
に
打
ち
あ
が
る
花
火

大会の報告をする大会参加の3人

交
流
会
の
２
次
会
に
臨
む
参
加
者

裁判後の報告集会の様子

途中では少人数
で討論も


